
イ
ケ
l

イン

小
路
と
い
う
た
が
、
中
橋
の
方
の
小
路
は
古
名
原
町

で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
明
治
十
六
年
頃
一
つ
の
井
戸

を
製
め
、
今
は
一
つ
の
み
残
っ
て
ゐ
る
。
金
・
樺
の
方

言
に
井
戸
の
こ
と
を
池
と
い
ふ
か
ら
こ
の
名
が
あ
る

の
で
あ
る
。

イ
ケ
ノ
タ
イ
ガ
池
野
大
雅
京
の
訴
人
。
寛
涯

一
一
一
年
と
賀
屑
十
年
と
の
二
次
に
北
港
し
た
。
そ
の
第

二
次
は
高
英
容
・
約
大
年
と
相
傍
へ
て
、
富
士
山
・

白
山
及
び
立
山
に
菅
る
を
問
的
と
す
る
旋
次
で
在
っ

た
。
後
に
大
雄
の
三
岳
遭
者
と
観
し
た
の
は
、
是
に

図
る
の
で
あ
る
。

イ
ケ
ノ
ハ
タ
ゴ
ゼ
ン
地
.
掲
御
前
加
賀
務
烹
第

十
二
代
前
岡
持
鹿
の
女
場
嫡
は
、
大
型
寺
侯
前
田
利

極
に
嫁
し
て
、
池
端
御
前
と
呼
ば
れ
た
。

イ
ケ
ノ
ヤ
マ
池
ノ
山

E
保
鎗
闘
に
石
川
郡
河

内
庄
奥
泊
村
と
山
個
別
に
池
山
村
の
名
が
載
せ
ら
れ

る
。
こ
の
山
に
銀
を
出
し
た
頃
、
百
四
五
十
軒
の
銀

山
町
が
起
っ
た
と
あ
る
か
ら
、
そ
れ
を
池
山
村
と
も

言
っ
た
と
見
え
る
。

イ
ケ
ハ
ラ
池
原
村
巧
ン
鳳
至
郡
小
間
生
の
う

ち
の
小
字
。

イ
ケ
モ

9
シ
ョ
ウ
ダ
ユ
・
ワ
池
内
守
庄
太
夫
定
番

御
歩
で
百
石
を
領
し
、
天
明
五
年
町
同
心
に
縛
じ
、

寛
政
元
年
町
同
心
を
除
か
れ
て
組
外
並
と
な
っ
た
。

子
孫
務
に
悦
附
捜
し
た
0

・

イ
ケ
ン
シ
ョ
ウ
議
幹
詩
積
一
加
。
藤
井
世
均

著
。
編
中
律
詩
・
絶
句
五
十
鈴
首
及
び
信
州
議
祖
泉

紀
行
の
長
文
一
一
淘
を
攻
め
で
あ
る
。
大

E
入
年
著
者

の
三
周
忌
に
詰
っ
て
、
醤
友
吉
村
菊
渓
が
同
好
に
煩

っ
た
も
の
。

イ
コ
ウ
イ
ン
郵
香
院
加
賀
務
主
第
十
三
代
前

回
持
泰
の
子
、
大
型
寺
侯
前
田
利
行
の
法
銭
。
詳
し

〈
は
議
香
院
梅
苑
欝
棺
大
震
士
。
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三
六

イ
コ
タ
ヤ
ヤ
エ
モ
ン
異
国
屋
踊
右
衛
門
金
得
一
回
利
常
の
側
室
で
あ
っ
た
五
一
保
局
で
、
盛
安
七
年
命
一
行
を
召
放
さ
れ
た
。

魚
屋
町
の
中
盤
南
側
に
住
み
、
代
々
絹
布
の
洗
般
を
一
に
よ
っ
て
婚
し
た
も
の
で
あ
る
。
一
イ
コ
マ
ナ
ホ
マ
サ
生
駒
直
政
逝
癖
牛
助
、
後

梁
と
し
た
。
家
俸
に
、
先
祖
以
来
こ
の
地
に
民
住
し
二
イ
コ
マ
ナ
ホ
カ
ツ
生
駒
直
勝
小
学
牛
助
、
勘
一
右
近
と
帯
し
た
。
直
方
の
二
男
。
前
回
綱
紀
に
仕
ヘ

金
揮
で
の
異
同
磁
の
鼻
砲
で
あ
る
か
ら
、
展
観
を
も
一
右
衛
門
・
高
兵
衛
・
監
物
・
内
蹄
と
癖
し
た
。
京
闘
の
一
て
奥
小
将
と
な
b
、
新
た
に
千
石
を
賜
は
り
、
交
の

か
く
稿
し
た
と
い
ふ
。
一
人
。
吉
岡
叉
左
衛
門
直
元
の
子
。
元
組
元
年
七
歳
の
一
夜
後
悦
棟
三
千
石
を
受
け
、
人
持
組
に
列
し
た
。
苧

イ
コ
マ
オ
リ
ノ
ス
ケ
生
駒
織
之
助
初
名
駒
之
一
時
一
織
田
信
長
の
近
侍
と
な
り
、
民
を
生
駒
と
改
め
、
一
保
中
小
松
城
番
・
寺
祉
事
行
・
公
一
事
場
奉
行
に
累
任

丞
。
高
兵
衛
璽
信
の
子
に
八
郎
右
衛
門
元
寅
ハ
一
一
部
一
天

E
四
年
十
三
畿
の
時
石
山
本
願
寺
討
伐
に
従
軍
し
一
し
、
同
十
六
年
波
し
た
、
齢
七
十
七
。

重
卸
V

が
あ
り
、
織
之
助
は
元
爾
一
の
子
で
あ
っ
た
。
一
て
、
感
朕
及
び
何
万
を
脇
は
っ
た
。
後
川
県
臣
秀
次
に
↑
イ
コ
マ
ナ
ホ
ヨ
シ
生
駒
直
義
直
勝
の
嫡
男
。

亭
保
十
入
年
幼
に
し
て
交
の
也
知
千
石
の
三
の
一
を
仕
へ
、
采
白
千
石
を
伊
勢
に
受
け
、
次
い
で
千
石
を
一
遡
構
初
め
監
物
、
後
内
腕
。
交
の
後
を
襲
い
で
四
千

襲
ぎ
、
元
文
二
年
思
・
慌
し
て
家
断
絶
し
た
。
一
加
ヘ
、
従
五
位
下
内
腕
正
に
叙
任
し
た
。
秀
次
姥
後
一
五
百
石
を
受
け
、
前
倒
利
常
に
従
う
て
大
坂
雨
役
に

イ
コ
マ
ゴ
ン
ベ
Z

生
駒
構
兵
衛
前
川
利
家
に
一
は
織
間
信
雄
に
仕
へ
て
四
千
百
有
俄
石
を
受
け
、
慶
一
出
陣
し
、
後
利
常
の
子
利
次
の
俳
と
な
b
、
寛
永
十
五

仕
へ
て
俸
五
百
石
全
受
け
、
子
孫
慨
々
滞
に
仕
へ
た
。
一
長
五
年
致
仕
、
翌
年
加
藤
嘉
明
に
仕
へ
て
四
千
石
を
一
年
夜
し
た
。
そ
の
室
は
織
問
常
民
の
女
で
あ
っ
た
。

イ
コ
マ
シ
ゲ
ノ
プ
生
駒
霊
信
侍
世
間
又
は
鴎
兵
一
受
け
、
入
年
前
倒
利
長
の
招
に
郎
じ
て
来
り
仕
へ
、
一
イ
コ
マ
ハ
チ
ロ
Z
モ
ン
生
駒
八
郎
右
衛
門
直

衡
と
講
し
、
生
駒
内
勝
直
勝
の
孫
で
、
入
郎
右
衛
門
五
千
行
そ
賜
は
b
、
高
閲
に
従
ひ
、
後
文
利
常
に
隷
↑
勝
の
二
男
。
幼
か
な
長
陣
。
陵
長
十
一
年
前
悶
利
長
に

の
長
男
で
あ
る
o
承
路
=
一
一
年
金
樗
に
生
ま
る
o
究
交
し
、
次
い
で
江
戸
に
行
き
、
芳
春
院
夫
人
に
侍
し
た
o
一
仕
へ
て
三
百
石
を
賜
は
り
、
後
千
石
と
な
っ
た
。
初

六
年
交
の
夜
後
家
を
織
ぎ
、
治
領
の
内
三
百
.zn
脅
賜
十
九
年
五
月
十
三
日
そ
の
地
に
夜
、
.
年
五
十
一
。
子
一
め
利
常
の
子
小
綿
と
な
り
、
次
い
で
中
小
静
香
期
に

は
っ
た
。
時
に
十
三
歳
。
間
十
一
年
奥
小
姓
組
と
な
一
孫
前
々
務
に
仕
へ
た
o

一
巡
ん
だ
が
、
京
師
の
花
街
に
滋
び
、
概
容
と
宰
闘
し

b
、
延
貸
元
年
建
知
千
石
と
な
る
。
間
七
年
熔
勉
組
一
イ
コ
マ
ナ
ホ
カ

F

生
駒
直
接
活
様
牛
助
。
宇
一
て
二
人
を
殺
し
た
録
、
除
を
返
し
て
籍
を
除
か
れ

に
列
し
、
元
隊
十
六
年
哲
前
奉
行
に
任
ぜ
ら
れ
、
貨
は
清
夫
、
楓
山
と
観
し
た
。
内
腕
直
武
の
子
。
少
〈
~
た
。
後
寛
文
二
年
蹄
仕
し
て
萄
般
に
復
し
、
翌
年
年

永
二
年
五
刃
先
筒
顕
に
膏
b
、
平
保
四
年
四
月
什
七
し
て
残
し
た
。
治
稿
に
楓
山
治
交
が
あ
っ
た
。
一
筒
顕
と
な
り
、
六
年
に
夜
し
た
。

旦
ハ
十
六
言
返
し
た
。
そ
の
墳
惑
は
三
締
高
誕
イ
コ
マ
ナ
ホ
タ
ケ
生
駒
直
武
直
政
の
子
。
内
一
イ
サ
キ
ヒ
ヨ
ベ
Z

伊
崎
憲
兵
衛
初
め
て
前
山

寺
に
あ
る
ο
震
信
笠
簡
を
好
ん
で
斑
子
又
は
錨
川
県
・
記
・
監
物
・
右
近
・
内
腕
と
携
し
、
字
は
君
烈
、
卸
亭
と
一
利
常
に
仕
へ
て
五
百
石
を
領
し
、
子
孫
品
川
々
滞
に
仕

白
期
展
士
・
腺
民
士
と
披
し
、
そ
の
家
を
水
凶
亭
、
叉
践
し
、
民
所
を
高
松
楼
と
言
う
た
。
卒
保
十
六
年
悦
一
へ
た
。

は
水
閥
館
、
茶
躍
を
此
君
庵
と
い
う
た
。
初
め
椀
林
↑
磯
三
千
石
を
制
捜
ぎ
、
延
享
二
年
公
事
場
奉
行
と
な
一
イ
ザ
メ
パ
ヨ
錬
翁

J
メ
ヤ
ス
パ
コ
岡
安
箱
。

を
皐
ん
だ
が
、
後
芭
燕
に
師
事
し
て
大
に
同
好
を
支
一
台
、
五
年
寺
社
一
潜
行
に
諮
り
、
費
一
府
三
年
総
め
、
翌
一
イ
シ
ウ
ラ
右
浦
石
川
郡
石
浦
庄
に
臨
す
る
恕

援
し
、
そ
こ
の
花
の
編
著
が
あ
り
、
そ
の
手
記
金
問
一
年
再
び
公
車
場
奉
行
と
な
り
、
十
二
年
九
用
十
五
日
一
務
。
明
和
二
年
金
滞
慈
光
院
の
書
上
に
、
石
浦
村
は

集
は
後
年
閑
更
に
よ
っ
て
出
肢
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
重
一
夜
し
た
。
年
六
十
入
。
直
武
患
を
好
ん
で
伊
藤
幸
野
一
上
下
に
別
れ
、
今
の
石
浦
町
に
下
石
捕
村
、
百
姓
町

信
の
後
、
子
八
郎
右
衛
門
を
経
、
織
之
助
に
去
り
早
一
に
従
態
し
、
著
書
に
観
文
書
堂
図
書
排
疑
二
十
五
巻
・
一
に
上
石
浦
村
が
あ
b
、
上
下
併
せ
て
一
…
初
で
あ
っ
た

世

し

て

家

断

絶

し

た

。

一

卸

亭

集

若

干

容

が

あ

っ

た

。

一

と

あ

る

。

後

世

百

姓

町

の

中

に

、

石

浦

村

に

賞

す

る

イ
ヨ
マ
ナ
ホ
カ
タ
生
駒
重
点
高
義
の
嫡
男
。
一
イ
コ
マ
ナ
ホ
ハ
ル
生
駒
直
温
遁
稽
三
郎
・
藤
一
百
姓
三
四
戸
を
残
し
て
ゐ
た
が
、
明
治
に
至
っ
て
金

小
字
市

E
、
後
内
勝
。
交
の
夜
後
世
疎
四
千
五
百
石
一
九
郎
。
高
兵
衛
震
信
の
衣
子
大
武
信
行
の
子
。
俸
四
一
律
の
町
民
に
編
入
せ
ら
れ
た
。

を
受
け
、
火
消
役
と
な
り
、
元
雄
七
年
ハ
一
作
五
年
一
百
五
十
石
を
受
け
、
馬
廼
組
に
班
し
た
が
、
明
和
元
一
イ
シ
ウ
ラ
ウ
ヂ
右
浦
氏
隼
阜
分
脈
に
、
林
六

恐
非
〉
ニ
Rn七
日
夜
し
た
。
直
方
の
室
は
、
初
め
前
一
年
二
目
立
u
三
日
不
行
放
に
よ
り
三
十
二
援
を
以
て
知
一
郎
光
明
弟
大
桑
=
蕗
利
光
の
二
男
石
浦
三
郎
光
綱
、

'圃


